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御
前
崎
市
は
10
月
19
日
、
市
民

が
抱
い
て
い
る
原
子
力
に
関
す
る

疑
問
や
不
安
に
応
え
、
今
後
の
原

子
力
行
政
に
役
立
て
る
た
め
、
市

役
所
で「
原
子
力
に
関
す
る
意
見

交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
意

見
交
換
会
に
は
町
内
会
長
や
商
工

会
、
農
協
、
消
防
団
、
民
生
委
員

な
ど
各
団
体
の
代
表
者
ら
43
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
石
原
市
長
が
、
浜
岡
原

子
力
発
電
所
を
受
け
入
れ
た
経
緯

や
発
電
所
に
寄
せ
る
先
人
の
思

い
、
近
年
の
原
子
力
を
取
り
巻
く

状
況
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
続
い

て
倉
田
千
代
治
浜
岡
原
子
力
総
合

事
務
所
長
か
ら
は
、
海
抜
22
㍍
の

防
波
壁
の
建
設
工
事
や
高
台
へ
の

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
設
置
な

ど
、
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
安

全
性
向
上
対
策
工
事
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
意
見
交
換
会
で
は
、

８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
原

子
力
に
関
す
る
疑
問
・
関
心
事

項
」「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
が
御
前

崎
市
に
与
え
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い

ま
し
た
。
疑
問
や
不
安
、
関
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
中
部
電
力
や

市
な
ど
へ
の
要
望
事
項
、
ア
イ
デ

ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
意
見
交
換
会
の
様
子
や

寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

埋蔵文化財包蔵地 横舟城跡

横舟城跡は、朝比奈川の右岸に位置し、横舟川
と岩地川に挟まれた丘陵上に立地しています。東
側の麓にある朝夷氏の居館跡と伝えられる藤ケ谷
館の詰の城と位置付けられます。
横舟城跡は、標高76㍍、比高は約30㍍で、南北
に約360㍍と細長い形状をしています。中央部には
本
ほん
曲
ぐる
輪
わ
が１つあり、北端から北東側にかけて土塁

が残っています。本曲輪の西側が腰
こし
郭
ぐるわ
と堀切で守

られている以外は堀切で守られています。
横舟城は、台地上の細尾根を通路と小さな曲輪
として使っており、台地上の主尾根と東の支尾根
を切る堀切が多く配されています。
これらの遺構には、新野地区の舟ケ谷城山や八
幡平城跡とよく似た特徴があります。二重堀切や
横掘など、武田式築城法の特徴が認められること
から、戦国時代の高天神城の攻防戦時、武田方の
城として再利用、修築されたことが明らかです。

原
子
力
を
め
ぐ
り
意
見
交
換
会

　
～
市
民
の
意
見
を
原
子
力
行
政
へ
～

朝
あさ

夷
いな

氏の詰の城と
　位置付けられる城跡

市内新野地区

▲横舟西之谷遺跡出土銭

意見交換会の様子

北こども園 ○

横
舟
川

横舟城跡
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